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＜連絡事項＞
・土井Dr2/11(木)公休のため、皮膚科診察はありません。本日、2週間分の指示受けしています。

＜患者様連絡事項＞
・前田　忠弘様～2/8(月)14：00～介護認定調査の予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。午前・午後2時間の開放観察実施。対面時妄想様の言動や、眼光の鋭さなく穏やか。開放中はCDを部屋で聴いて過ごす。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前開放後スタッフ付き添いにて入浴に向かう。入浴後ホールで過ごすが、他者の私物を奪う行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食。内服スムーズ。排尿困難さを訴え、バルーン挿入や導尿訴えるが女性スタッフ対応にてトイレにて排尿あり。指示の点滴に拒否なく応じるが、自己抜去を予告し実際に何度も行動に移す。自己抜去を行う要因として、輸液内容物のブドウ糖、ハロペリドール注が「嫌だ」と。主治医へ報告し、経過観察の指示受ける。対面時多弁さあり。甘えたように話し笑顔であるが、特定スタッフへの不満は続いている。不穏、興奮な引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・木村　美智子様～各食1/4～1/2程度。むせ込みあり途中で中止としている。眠気見られ日中は臥床して過ごす。覚醒時活気なし。夕より粥ミキサーで提供となる。

・金澤　和生様～ホール内の徘徊あるが、ドアノブ弄りや帰宅要求はない。内服も拒否なくスムーズ。

・古内　久雄様～顔面の腫脹と疼痛持続。内服拒否なくスムーズ。絶食中であるが適宜水補は行えている。

＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・袴田　将志様～明日より、10：00～16：00の開放観察拡大となる。

＜皮膚科診察＞
・沼畑　勲様～処置継続。ソフラチュールの使用については継続するようにとのこと。

・角田　幸子様～臀部表皮剥離治癒のため、皮膚科診察終了。

・下川戸　長司様～躯幹・左下腿に暗紅色の円形局面あり。躯幹はデルモゾール軟膏塗布、左下腿はびらん形状あり、デルモゾール+ガーゼ指示。

＜新入院患者様情報＞
①　日時：R3.2.4　　9：54
　　氏名：奥　孝子(おく　こうこ)様
生年月日：昭和45年12月17日50歳
　　病名：統合失調症
　　性別：女性
　主治医：深澤Dr.
入院形態：任意入院予定
　　病棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　現在、父親との2人で生活している。三戸町にて出生。最終学歴は、三戸高校卒。22
歳で結婚。階上町にて夫と2人で生活していたが、令和2年11月10日、夫が突然死
(原因不明)した事から、実家へ転居している。過呼吸発作で八戸市立市民病院へ救急搬
送される事もあり、平成21年9月7日、東八戸病院を初診。その後、通院により、独語
や幻聴、妄想等の症状が見られ、苛々感やアパートの壁を蹴る等の精神症状に左右され
た行動等が認められ、統合失調症の診断で通院・服薬を継続。入院歴もない。現在は、
残遺欠陥状態であり自閉的に過ごしている。頻回な確認行為が見られているが、身の回
りのことは自身で行うことが出来ている。　令和2年11月に夫が死去後は、単身での生
活は困難であると判断し、実家に戻り、同年12月24日三戸中央病院メンタルヘルス科
へ転医。しかし、同居している父親が、気性が荒く、本人に手を挙げており同居が困難
な状態である事から、施設入所を希望し、環境調整目的で、東病棟Bユニットへ任意入
院となる。
・業者洗濯
・緊急時：搬送希望
・売店：利用可（10000円/月）
・インフルエンザ：未接種

②　日時：R3.2.4　　12：17
　　氏名：寺井　恵利子(てらい　えりこ)様
生年月日：昭和43年5月15日52歳
　　病名：幻覚妄想状態
　　性別：女性
　主治医：馬渡Dr.（診察医：深澤Dr.）
入院形態：任意入院
　　病棟：東病棟Dユニット
＜経過＞
　　R3.2.2当院外来受診後も落ち着かず頓服を服用したが、全く効果がないとのことで
急遽受診。コンビニで下ろしたお金が偽札である、犬やテレビが別なものに変わってい
るといった被害妄想や関係念慮なども顕著である。患者を誹謗中傷する内容の幻聴も長
期に渡り持続しており、最近は急激に悪化していた。抑うつ気分は認めず、不眠や食思
不振、落ち着かない言動などが悪化している事もあり、症状改善目的にて本日東病棟D
ユニットへ任意入院となる。　
[bookmark: _GoBack]・家族洗濯
・緊急時：搬送希望
・売店：利用可（上限無し）
・インフルエンザ：未接種　　
